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わさびの花 〈天ぷらやおひたしにしても美味しいです〉 

介
護
人
材
の
確
保
策
の
現
状
と
取
組
み 

【
出
典
】
厚
生
労
働
省
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
事
業
所
調
査
」 

  一
、
介
護
人
材
を
め
ぐ
る
現
状 

〈
一
〉
介
護
保
険
制
度
の
施
行(

平
成
十
二
年)

後
、
介
護
職
員

数
は
増
加
し
、
十
年
間
で
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
三
十
七
年(

二
〇
二
五
年)

に
は
介
護
職
員
は
更
に

一
．
五
倍
以
上(

約
一
〇
〇
万
人)

必
要
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。 

※ 

平
成
二
十
二
年
度(

二
〇
一
〇
年
度)  

 
 
 

一
三
三
．
四
万
人 

平
成
二
十
七
年
度(

二
〇
一
五
年
度)  

 

一
六
七
〜
一
七
六
万
人 

平
成
三
十
七
年
度(

二
〇
二
五
年
度)  

 

二
三
七
〜
二
四
九
万
人 

〈
二
〉
介
護
分
野
で
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
産
業
合
計
と
の 

 
 

比
較
で
は
高
く
な
っ
て
お
り
、
失
業
率
と
逆
の
動
き
を 

 
 

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

 
※ 

平
成
二
十
三
年
度
有
効
求
人
倍
率 

介
護
分
野 

 
 

一
．
五
八
倍 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全 

産 

業 
 
 

〇
．
六
八
倍 

〈
三
〉
介
護
職
員
の
離
職
率
は
、
産
業
合
計
と
の
比
較
で
は 

 
 

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

※ 

介

護

職

員 
 
 

一
六
．
一
％ 

全

産

業 
 
 

一
四
．
四
％ 

〈
四
〉
介
護
職
員
の
平
均
賃
金
は
、
他
の
職
種
や
産
業
合
計

と
比
較
し
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

※ 

福
祉
施
設
介
護
員 

二
一
八
．
四
千
円 

 
 
 

全

 

産

 

業 

三
二
五
．
六
千
円 

二
、
現
在
の
主
な
取
組
み 

〈
一
〉
介
護
報
酬
に
お
け
る
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
の
創 

設
に
よ
る
介
護
人
材
の
処
遇
改
善 

〈
二
〉
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
創
設
や
認
定
介
護
福
祉
士 

の
仕
組
み
の
検
討
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
形
成 

〈
三
〉
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
緊
急
支
援
事
業
を
活
用
し
、 

福
祉
・
介
護
人
材
の
参
入
促
進
や
福
祉
・
介
護
人
材
マ 

ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化
な
ど
を
実
施 

  
 
 
 

 

 

― 

愛
寿
会
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画 

― 
 

一 

目 

的 

職
員
が
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
職
員
全
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
こ
の
行
動
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
あ

る
。 

二 

計
画
の
実
施
期
間 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
五
年
間
と
す
る
。 

三 

計
画
の
推
進
体
制 

 
 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
付
を
以
て
、
法
人
事
務
局

に
次
世
代
育
成
支
援
担
当
を
設
け
職
員
に
対
す
る
啓

発
、
意
識
調
査
そ
の
他
必
要
な
事
務
を
担
当
さ
せ
る
。 

四 

計
画
の
内
容 

〈
一
〉
職
員
に
対
す
る
意
識
の
啓
発 

毎
週
一
回
開
催
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
、
更
に
は
、
毎
月

発
行
の
愛
寿
会
だ
よ
り
を
活
用
し
、
次
世
代
育
成
の
必

要
性
を
訴
え
る
。 

〈
二
〉
育
児
休
業
制
度
の
活
用 

〈
一
〉
を
通
じ
、
職
場
全
体
が
所
定
の
休
業
の
取
得

を
進
め
る
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
、
該
当
す
る
職
員
が

何
の
気
兼
ね
も
な
く
制
度
の
活
用
が
図
れ
る
よ
う
に
す

る
。 

〈
三
〉
育
児
休
業
の
取
得
目
標 

女
性
職
員
・
・
・
該
当
職
員
の
七
〇
％
以
上
の
取
得 

を
目
指
す
。 

男
性
職
員
・
・
・
該
当
職
員
の
の
う
ち
一
名
以
上
の 

取
得
を
目
指
す
。 

〈
四
〉
妊
娠
、
出
産
、
育
児
及
び
介
護
を
理
由
に
退
職
し 

た
職
員
の
再
雇
用
制
度
の
制
定
・
・
・「
育
児
・
介
護 

等
に
よ
る
退
職
後
の
再
雇
用
制
度
実
施
規
程
」
を
制 

定
す
る
。 

〈
五
〉
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
職
場
の
運
営
に
工
夫 

を
凝
ら
し
つ
つ
取
得
の
促
進
に
努
め
る
。 
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今
年
も
皆
様
が

元
気
で
す
ご
せ
ま

す
よ
う
に
・
・
・
。 

   

～ 

ガ
ー
デ
ン
ラ
ン
チ 

～ 

 

 

一
月
六
日
（
水
）
喫
茶
「
い
こ
い
」
に
て
ガ
ー
デ
ン
ラ

ン
チ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
四
回
目
の
ガ
ー
デ
ン
ラ
ン
チ
の
開
催
と
い
う
こ

と
で
、
今
ま
で
参
加
さ
れ
て
い
な
い
入
所
者
様
二
十
四
名
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

フ
ル
ー
ツ
の
盛
り
合
わ
せ
と
四
種
類
の
飲
み
物
、
カ
ラ
フ

ル
な
パ
ッ
ク
に
盛
り
付
け
ら
れ
た
お
食
事
が
用
意
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

～ 

ま
ゆ
玉
作
り 

～ 

  

一
月
十
四
日
（
木
）、
ま
ゆ
玉
作
り
を
行
い
ま
し
た
。 

ピ
ン
ク
・
白
・
緑
の
三
色
の
お
餅
を
小
分
け
し
、
丸
め

る
作
業
か
ら
取
り
か
か
り
ま
し
た
。 

入
所
者
様
か
ら
は
「
毎
年
や
っ
て
い
る
こ
と
で
楽
し
み

だ
」
「
昔
に
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

作
成
中
は
、
張
り
切
っ
て
丸
め
る
姿
、
真
剣
に
丸
め
る
姿

等
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
さ
や
形
が
違
う
お

餅
が
で
き
、
個
性
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
は
、
三
色
を
混
ぜ
マ
ー
ブ
ル
お
餅
も
作
り
、

入
所
者
様
か
ら
「
キ
レ
イ
」「
か
わ
い
い
」
と
絶
賛
さ
れ
、

大
人
気
で
し
た
。 

そ
し
て
、
柳
の
木
に
付
け
る
作
業
で
す
。
枝
ぶ
り
を
見

な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ
取
り
付
け
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲

い
た
よ
う
な
仕
上
が
り
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 

 

～ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ 

～ 

  

二
〇
一
六
年
が
始
ま
り
、
早
く
も
一
ケ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。 

 
 

毎
回
、
参
加
さ
れ
る
入
所
者
様
を
変
え
て
、
な
る
べ
く

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
他
の
フ
ロ
ア
の
入
所
者
様
ど
う
し
で
交
流
を
持
ち
楽
し

く
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
次
回
、
三
月
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
様
準
備
い
た
し
ま

す
。 

 
ワ
ゴ
ン
に
ド
リ
ン
ク

や
様
々
な
切
り
方
で
飾

り
付
け
た
フ
ル
ー
ツ
の

盛
り
合
わ
せ
を
載
せ
、
各

テ
ー
ブ
ル
を
回
り
好
き

な
も
の
を
選
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
皆
様
は
「
盛
り
付
け
が

き
れ
い
」
「
フ
ル
ー
ツ
の

形
が
お
も
し
ろ
い
」
「
フ

ル
ー
ツ
が
お
い
し
い
」

「
普
段
食
べ
ら
れ
な
い

も
の
が
食
べ
ら
れ
て
嬉

し
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。 

  
 

 

 
無
病
息
災
を
願
い

な
が
ら
丸
め
た
お
餅

に
、
あ
ん
こ
を
付
け
て

食
べ
ま
し
た
。
「
お
い

し
い
ね
」
「
も
っ
と
ち

ょ
う
だ
い
」
と
作
業
の

後
の
団
ら
ん
も
と
て

も
楽
し
い
時
間
に
な

り
ま
し
た
。 

 

年
の
始
め
の
行
事

と
し
て
入
所
者
様
に

慣
れ
親
し
ま
れ
て
い

る
「
ま
ゆ
玉
作
り
」
。

今
年
も
一
年
元
気
に

過

ご

せ

ま

す

よ

う

に
・
・
・ 

 

グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
「
や
す
ら

ぎ
」
で
は
、
外

出
の
機
会
が

少
な
く
な
る

冬
の
期
間
に
、

様
々
な
室
内

遊
び
を
考
え
、

運
動
不
足
に

な
ら
な
い
よ

う
楽
し
み
な

が
ら
日
々
過

ご
し
て
い
ま

す
。 

 
 

 

そ
の
遊
び
の
中
の
一
つ
に
「
歌
カ
ル
タ
取
り
」
が
あ
り

ま
す
。
ル
ー
ル
は
い
た
っ
て
簡
単
。
一
般
的
な
「
カ
ル
タ

取
り
」
と
同
じ
よ
う
に
、
読
み
札
を
読
み
、
そ
れ
に
合
う

絵
札
を
取
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、
プ
ラ
ス
歌
を
唄
う
（
踊

っ
て
も
正
解
）
と
い
う
遊
び
で
す
。
と
て
も
楽
し
み
な
が

ら
で
き
る
「
歌
カ
ル
タ
取
り
」
は
入
居
者
様
に
大
好
評
で
、

歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
大
き
な
声
で
笑
い
、
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
園
内
フ
ロ
ア
の
散
歩
、
お
料
理
、
華
道
等
楽
し

み
を
見
つ
け
、
暖
か
い
春
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。 

 

節
分
、
ひ
な
祭
り
、
家
族
会
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流

等
一
年
を
通
じ
て
様
々
な
行
事
が
あ
り
、
四
季
の
移
り
変

わ
り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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～ 

第
二
仁
生
園 

～ 

 

～ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

～ 
 

 
 

 

 
仁
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
季
節
に
合
っ 
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～ 

北
杜
高
校
生
が
職
場
見
学 

～ 
 

 

 
 

 

 

～ 

甲
陵
高
校
生
が
来
園 

～ 
 

 

 
 

 
 

 

一
月
二
十
七
日
（
水
）
、
北

杜
高
校
二
年
生
、
三
十
名
の
生

徒
の
皆
様
が
職
場
見
学
の
た

め
来
園
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
施
設
の
説
明
や
介
護
現

場
の
現
状
、
仕
事
の
や
り
が
い

等
お
聞
き
い
た
だ
き
、
施
設
の

見
学
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

卒
業
後
の
進
路
を
決
め
る

大
切
な
時
期
に
い
る
皆
様
の

目
に
、
施
設
は
ど
の
よ
う
に
映

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
将
来
の

選
択
枠
の
一
つ
に
加
え
て
い

た
だ
き
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 

一
月
二
十
九
日
（
金
）、
甲

陵
高
校
生
徒
会
の
皆
様
が
来

園
さ
れ
ま
し
た
。 

 
毎
年
、
タ
オ
ル
や
石
け
ん

等
沢
山
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
厚
意
に
感
謝

し
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 

 

 

 

 

 

た
行
事
を
取
り
入
れ
て
、
午
後
の
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。 

 
「
カ
ル
タ
取
り
」
や
「
書
き
初
め
」
、

「
ま
ゆ
玉
作
り
」
は
一
月
の
代
表
的

な
行
事
で
、
利
用
者
様
は
時
間
が
過

ぎ
る
の
も
忘
れ
、
真
剣
な
表
情
で
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
お
試
し
期
間
中
の
高

齢
者
向
け
療
養
コ
ン
テ
ン
ツ

「
健
康
王
国
」
で
は
、
体
操
や

カ
ラ
オ
ケ
が
楽
し
め
ま
す
。
普

段
か
ら
喉
の
調
子
を
整
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

積
極
的
に
挑
戦
さ
れ
る
利
用
者

様
が
大
勢
い
て
、
素
晴
ら
し
い

歌
声
と
手
拍
子
で
大
盛
り
上
が

り
で
し
た
。 

 

＝ 

豆
ま
き 

＝ 

 

皆
で
輪
に
な
っ
て
鬼
退
治
！ 

「
鬼
は
外
、
福
は
内
」 

＝ 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

ケ
ー
キ
作
り 

＝ 

 

電
子
レ
ン
ジ
で
簡
単
に
出
来

ま
し
た
。 

～ 

一
号
館
外
壁
タ
イ
ル
改
修
工
事 

完
了 

～ 

 
 

 

一
号
館
南
側(

支
援
ハ
ウ
ス
棟
・
十
一
月)

並
び
に
、
一

号
館
東
側(

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
棟
三
Ｆ
・
一
月)

の
外

壁
タ
イ
ル
の
張
替
え
改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。 

外
壁
タ
イ
ル
剥
落
の
危
険
が
払
拭
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

支援ハウス棟外壁タイル

工事 

特養 3Ｆ外壁タイル工事 

 

 



平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
～ 

平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
一
日 

 
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

                             

 
 

                          

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

感
謝 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 

 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

 
 
 

う
た
な
か
ま
八
ヶ
岳 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

青 

柳 
 

昭 

次 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

山 

口 
 

潤 

子 
 

様 

            

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け

る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努

め
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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金
員
・
物
品
の
ご
寄
附 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

小 

松 
 
 

誉 
 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

由 

井 
 

正 

夫 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

北
杜
市
立
甲
陵
高
等
学
校 

 

様 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
～ 

小
林
陽
子
職
員
が 

救
急
救
護
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た 

～ 

 

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部 

下
村
消
防
長 

か
ら
一
月
十
五
日
表
彰
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

予
期
し
な
い
こ
と
に
遭
遇
し
、
こ
と
の
ほ
か
冷
静
に
対
応

出
来
た
こ
と
に
本
人
が
一
番
驚
い
て
い
る
こ
と
で
す
。 

そ
れ
に
は
一
つ
、
何
度
と
な
く
園
で
受
け
て
い
た
訓
練
に

他
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

   

 
 
 

  

 

 

 

自
然
に
身
体
が
動
き
、
そ
の

方
の
全
身
確
認
と
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
行
い
、
そ
こ
に
居
合
わ

せ
た
方
々
と
の
連
携
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
な
し
え
た
事
で
し

た
。 

 
 

 

訓
練
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

   

 
 
 

  

～ 

除
雪
機 

増
設 

～ 

 

 

ご
面
会
の
皆
さ
ま 

手
指
の
消
毒
な
ど
に
ご
協
力
を
！ 

仁
生
園
・第
二
仁
生
園 

共
通 

 

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
施
設
利
用
者
の
健

康
を
守
る
た
め
に
左
記
の
七
項
目
を
お
守
り
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

一
、
ご
面
会
は
、
な
る
べ
く
午
前
九
時
か
ら
午 

後
五
時
の
間
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

二
、
出
入
口
は
、
正
面
玄
関
か
ら
の
み
と
し
て 

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

三
、
ご
面
会
の
際
に
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
持
参 

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

四
、
玄
関
に
入
り
ま
す
と
正
面
に
消
毒
液
が
設 

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
手
指
を
丁
寧
に 

消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

五
、
ご
面
会
に
訪
れ
た
こ
と
を
事
務
室
に
お
話 

し
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
体
調
の
悪
い
方
に 

は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

六
、
そ
れ
か
ら
ワ
ー
カ
ー
室
に
向
い
、
来
意
を 

お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

 

七
、
ご
面
会
の
際
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
基 

本
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

例
年
冬
季
期
間
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
「
雪
か
き
」
に

備
え
、
除
雪
機
を
増
設
し
ま

し
た
。 

 

除
雪
幅
九
十
セ
ン
チ
、
最

大
除
雪
能
力
八
十
ｔ
／
ｈ
、

オ
ー
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
で
楽

に
除
雪
で
き
、
バ
ッ
ク
オ
ー

ト
リ
フ
ト
で
後
進
時
に
オ

ー
ガ
が
自
動
的
に
上
昇
す

る
タ
イ
プ
で
す
。
作
業
時
は

十
分
に
注
意
し
ま
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
時
期
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
例
年
通
り
面
会
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
日
が
出
て

来
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

面
会
に
つ
い
て
は
、
必
ず
受
付
に
確
認
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 


